
平成３０年９月４日
財       政       課

（単位：千円）

　○ 　　特別支援学校の空調緊急整備事業 300,000

　○ 　　安全対策が必要な県立公共施設等のブロック塀の撤去・改修 100,000

　○ 　　ブロック塀の安全対策に対する実質無利子の資金融資制度の創設 51,163

　○ 　　安全で住民の利便性に優れたモデル交番の整備（奥田交番建替え） 73,000

　○ 　　交番等の安全緊急対策整備事業 8,000

　○ 　　重大事件捜査用装備資機材緊急整備事業 5,215

　○　　交通安全施設（信号機等）の新設・改良 50,000

　○ 　　架空請求詐欺緊急対策事業 1,130

　○ 　　高齢運転者免許更新円滑化事業 3,300

　○ 　　山岳遭難救助活動等円滑化事業 2,300

平成３０年度 ９月補正予算案の概要（ポイント）

～ 一般会計総額１０９億９千万円の補正 ～

１ 安全・安心の確保

２ 医薬品・農林水産業など地域産業の活性化

３ 人材確保、県民活躍と働き方改革の推進

４ 観光振興、魅力あるまちづくり、空港の利用促進
５ 教育・文化の振興

６ 医療・福祉の充実と環境の保全
７ 社会基盤、生活基盤の整備
８ その他

新

・・・・全国的な刃物使用の凶悪犯罪の発生を受け、防御性能の向上した新型の耐刃防護衣を整備するもの

新

・・・・奥田交番を安全対策や地元住民の利便性にも優れたモデル交番として建替整備するもの

新

・・・・室堂警備派出所の情報通信体制を強化し、画像データの瞬時の共有など救助活動の円滑化を図るもの

新

・・・・75歳以上に義務付けられている認知機能検査を円滑に行うため、新たに運転免許センターでも実施するもの

新

・・・架空請求詐欺の過半を占める電子マネー等被害防止のため、被害防止啓発ギフト封筒や啓発ポスターを作成・配布

新

・・・・安全対策が必要な劣化の著しいブロック塀等の撤去・改修を進めるもの

・新設交差点及び通学路での信号機新設や歩行者安全対策のための信号機の改良等を行うもの

拡

新

・・・・交番や駐在所の安全対策を図るための緊急整備を行うとともに交番相談員を新たに２交番へ配置

新

・・・・個人住宅のブロック塀の撤去及び跡地のｱﾙﾐﾌｪﾝｽ等整備に対し、実質無利子の融資制度で支援

１ 安全・安心の確保

新

・・・・今夏の猛暑を受け、身体的なケアが必要な児童・生徒の多い特別支援学校の特別教室に空調を緊急的に整備
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　○ 　　弥陀ヶ原火山における民間施設の噴石対策への支援 6,868

　○ 　　小中学生向けの防災教育の充実強化 3,000

　○ 　　高校生向け消費生活ハンドブックの作成 1,800

　○  県単独道路・河川等災害未然防止 緊急特別対策事業 1,050,000

＜主な内訳＞

　○　７月豪雨に対応した公共災害復旧等事業の追加 983,300

（単位：千円）

　○ 　　「くすりのシリコンバレーＴＯＹＡＭＡ」創造コンソーシアム事業 873,412

　○ 　　ヘルスケア産業創出事業 6,000

　○ 　　IoT導入加速化事業 3,300

　○ 　　ものづくり生産性向上アイデア創出事業 1,350

　○ 　　首都圏とやまの秋冬野菜等出荷拡大事業 1,000

　○ 　　園芸産地継承支援事業 3,750

　○ 　　地域でがんばる林業経営者育成事業 2,000

　○ 　　「富山のさかな」魅力ＰＲ強化事業 5,000

　○ 　　天然サクラマス資源回復調査研究事業 2,000

＜主な内訳＞

・道路法面対策等（400,000）　・河川施設修繕等（300,000）　・砂防施設修繕等（150,000）

・河川（333,000熊野川等）、海岸（160,000伏木富山港海岸等）、農地（202,300上笹原等）など

新

・・・・意欲と能力のある林業経営者を育成するための研修や中小企業診断士による経営改善指導を実施

２ 医薬品・農林水産業など地域産業の活性化

新

・・・・「富山のさかな」の新たなファン獲得のため、「ＴＧＣ富山2018」ゲストモデルのイベント出演やSNSでの発信によりＰＲ

新

・・・・噴火時の避難施設として想定される民間山小屋の噴石対策工事に対し、立山町とともに支援するもの

新

・・・・今冬の大雪や大阪府北部地震、平成30年７月豪雨等を受け、「とやま防災ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ」の内容を充実のうえ作成・配布

新

・・・・東京大学や県内大学等学生がものづくり企業の視察や経営者との対話等を通じ、生産性向上のアイデアを創出

新

・・・・新たな成長産業としてヘルスケア産業の創出を目指す研究会の設置やマッチング支援等を行うもの

新

・・・・カンカン野菜等の首都圏での販路拡大を目指し、首都圏での試食・商談会や輸送コスト低減の実証調査などを支援

新

・・・・園芸産地の継承を支援するため、アンケートでの実態調査やハンドブック作成、就農体験キャンプ等を実施

新

・・・・成人年齢引下げに伴う注意事項などの記載を充実したハンドブックを作成し、高校生向け消費者教育講座で活用

・緊急性の高い河川・砂防事業や海岸の流木撤去、農地・農業用施設、林道等の災害復旧事業等を実施

新

・・・・IoT機器をものづくり企業に貸し出し、現場での実証を通じて、生産性向上等のためのIoT導入の契機としてもらうもの

拡

・・・・製剤･DDSや創薬、バイオ医薬品分野で国内外のトップレベル人材を招へいした研究開発や研究に必要な機器整備

・７月豪雨を受け、道路法面対策や河川･砂防･治山施設の修繕などの災害未然防止に緊急的に取り組むもの

新

・・・・天然サクラマスの資源状況を調査するとともに省力・省コストな放流手法を研究するもの
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（単位：千円）

　○ 　　「くすりのシリコンバレーＴＯＹＡＭＡ」創造コンソーシアム事業＜再掲＞ 873,412

　○　　 とやまの未来を創造する若手事業者懇話会の設置　 3,000

　○ 　　学生による「とやま仕事発見・魅力発信」事業 5,000

　○ 　　就職支援協定締結大学と連携したＯＢ・ＯＧ訪問バスツアーの実施 2,500

　○ 　　就活生の「母」応援カフェの開催 1,500

　○ 　　クラウドファンディング活用 発展型継業・起業支援事業 3,500

　○ 　　留学生の就職力向上・魅力発信事業 3,000

　○ 　　「富山県外国人材活躍・多文化共生推進プラン（仮称）」の策定 5,000

　○ 　　女性活躍推進・課題解決型コンサルティング事業 1,500

　○ 　　働き方改革実践企業の普及啓発事業 6,000

　○ 　　とやま健康経営シンポジウム2018の開催 1,000

　○ 　　目指せ！アクティブ・シニア事業 1,000

　○ 　　富山県庁の働き方改革推進 19,216

（単位：千円）

　○ 　　「世界で最も美しい湾クラブ」富山県総会での魅力発信事業 5,500

　○ 　　「世界で最も美しい湾クラブ」富山県総会開催準備事業 1,800

新

・・・・移住者などによる発展型継業・起業をクラウドファンディング型ふるさと納税を活用して支援するもの

新

・・・・大学生等の母親を対象に、県内企業で働く若手女性社員との座談会をカフェ形式で開催するもの

新

・・・・首都圏、関西圏の締結校の学生を対象に県内企業で働くＯＢ・ＯＧを訪問するバスツアーを実施するもの

新

・・・・「イクボス企業同盟とやま」加盟企業の働き方改革に関する優良事例について、ホームページや新聞で啓発するもの

新

・・・・外国人住民の増加や国の新たな外国人材の受入拡大方針を踏まえ、新たなプランを策定するもの

新

・・・・高齢者の社会参加のきっかけづくりとして、社会参加プランを募集し、優秀なプランを選定･啓発するもの

新

・・・・富山湾を中心とした本県の魅力を動画や画像等で紹介するシステムを構築し、総会参加者をはじめ観光客等に発信

新

・・来年10月開催の総会に向け実行委員会を設立し、実施計画の策定など準備を進めるもの

新

・・・・企業経営者に対し、健康経営の普及啓発を図るため、医療保険者等とも連携してシンポジウムを開催するもの

拡

・繁忙期等の職場に臨時配置する職員を拡充するとともにパソコン使用時間を利用した職員の勤務時間把握を試行

３ 人材確保、県民活躍と働き方改革の推進

４ 観光振興、魅力あるまちづくり、空港の利用促進

新

・・・・留学生を対象としたｴﾝﾄﾘｰｼｰﾄや面接など就職活動対策の日本語講座や首都圏での魅力発信セミナーの開催

新

・・・・中小企業に対し、専門家によるコンサルティングを実施し、その後の企業の取組み成果を広く啓発

拡

・・・・社会人や学生を対象としたバイオ医薬品分野の専門人材育成コースの実施に向けた準備など

新

・・・・県内学生が人手不足業界の企業訪問等を行い、その魅力を発掘・発信するほか、Ｔターンキャンペーン等を実施

新

・若手事業者の成果や課題の発表、評価等により今後のとやまの未来創造に向けた方向性を検討するもの

4



　○ 　　「2019日台観光サミットin富山」開催準備事業 1,800

　○ 　　おもてなし強化促進事業 3,500

　○ 　　産業観光ＰＲ強化事業 1,800

　○ 　　富山型ＭＩＣＥ競争力強化事業 2,500

　○ 　　富岩水上ライン新艇ＰＲ事業 1,600

　○ 　　富山県における自転車活用推進施策の検討 1,500

　○ 　　あいの風とやま鉄道の利便性向上対策への支援 176,000

　○ 　　富山きときと空港アウトバウンド活性化事業 24,800

・　　　「富山－台北便」冬季アウトバウンド促進事業 （18,000）

・　　　「富山－台北便」アウトバウンドＰＲ事業 （5,000）

・　　 パスポート取得促進事業 （1,800）

　○ 　　「富山－羽田便」冬季利用促進活性化事業 15,000

・　　　映画タイアップ羽田便ツアー支援事業 （9,000）

・　　　富山きときと空港サポーターズクラブ会員を対象とした冬季利用促進キャンペーン （1,500）

・　　　「富山－羽田便」冬季ダイヤ限定レンタカー・キャンペーン （2,000）

・　　 「富山－羽田便」冬季乗継利用促進事業 （2,500）

　○　　富山きときと空港 冬季就航率向上のための気象予測システム開発 7,000

新

・・・・観光誘客や健康づくり、公共交通対策など、さらなる自転車の活用推進に向けた施策の検討を進めるもの

新

・・・・産業観光情報提供コーナーを県民会館に設置するとともにＰＲ動画を活用を希望する企業等へ配付するもの

新

・・・・無人駅（東滑川・西入善・越中宮崎）の券売機設置(45百万円)や西高岡駅ﾎｰﾑの屋根設置(52百万円)、雪害対策(79百万円)

新

・・・・来年、富山で開催される「日台観光サミット」について、実施計画の策定など準備を進めるもの

新

・・・・観光庁の「マーケティング機能高度化支援事業」の採択を受け、アクションプランの策定など、国際会議の誘致を強化

新

・・・・来年3月の新艇就航に合わせて、新艇の名称公募や就航式の開催、ＰＲを行うもの

新

新

・富山きときと空港発の国際便の利用者を対象にパスポートの取得を支援するもの

新

・台北便の日本人利用客を増加させるため、台北便を活用した旅行商品に対し、支援するもの

新

・台北便の利用促進を図るため、メディアを活用したＰＲやイベント、キャラバンを実施するもの

新

新

・富山－羽田便を乗継利用する魅力ある募集型の旅行商品に対して支援するもの

新

・映画「散り椿」とタイアップした県内ロケ地などを巡る旅行商品（羽田便往復利用）に対し、助成するもの

新

・冬季に６回搭乗した会員に空港等で活用できるクーポン券を配布するなど、利用促進キャンペーンを実施するもの

拡

・首都圏等からの羽田便利用客に対するレンタカー使用時の支援について、拡充するもの

新

・低空域での雲の状況予測システムを開発・導入し、冬季の就航率向上を図るもの

・・・・事業者を対象としたセミナーの開催やＨP充実によるロゴマークの普及促進等により、ホスピタリティの向上を図るもの

新
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（単位：千円）

　○ 　　特別支援学校の空調緊急整備事業＜再掲＞ 300,000

　○ 　　県立学校トイレ洋式化の前倒し実施 200,000

　○ 　　「くすりのシリコンバレーＴＯＹＡＭＡ」創造コンソーシアム事業＜再掲＞ 873,412

　○ 　　ロシアとのシアター・オリンピックス共同開催準備事業 26,200

　○ 　　シアター・オリンピックスに向けた利賀芸術公園の劇場環境整備 15,500

　○ 　　富山県美術館魅力発信事業 5,300

　○ 　　大雪被害を受けた国指定史跡「高岡城跡」の修復工事への支援 2,000

（単位：千円）

　○ 　　めざせ健康寿命日本一！普及啓発事業 5,000

　○ 　　とやま健康経営シンポジウム2018の開催＜再掲＞ 1,000

　○ 　　国民健康保険ヘルスアップ支援事業 12,645

　○ 　　ヒートショック予防事業 1,000

　○ 　　地域医療構想セミナー開催事業 3,000

　○ 　　児童館整備への支援 21,437

　○ 　　低所得世帯に対する県営住宅の家賃減免 (28,015)

　○ 　　食品ロス削減のための商慣習見直し啓発事業 3,000

【歳入の減額】

新

・・・・食品流通過程における納品期限緩和等の先行事例・手順などを示した手引きや県民向け啓発リーフレットの作成

新

・・・・富山市中央児童館(cic5階)と富山市星井町児童館の整備に対し支援するもの

新

・・・・野外劇場の舞台拡張等に伴う照明設備の追加や高性能なプロジェクターを整備するもの

新

・収蔵作品や建築などの魅力を紹介するガイドブックの作成や1月3日の臨時開館の試行等

新

・シアター・オリンピックスがロシアとの共同開催となったことに伴い、相互訪問や共同記者発表等を実施するもの

新

・・・・本県で消費の多い健康食材である「昆布」と健康をテーマに県出身著名人等の座談会を開催し、テレビ放映するもの

新

・・・・地域医療構想への県民等の理解を進めるため、基調講演やパネルディスカッションを実施するもの

新

・・・・入浴中のヒートショック予防のため、市町村・老人クラブ等での普及啓発や病院、薬局、公衆浴場等でのＰＲを実施

拡

・・・・県立学校のトイレ洋式化を１年前倒して整備を進めるもの(今年度から３年間で整備する計画を前倒し、来年度までに整備)

新

・・・・大雪による倒木等に伴い崩壊した搦手口土橋の修復工事に対し、支援するもの

・入居世帯の月収が52,000円以下の世帯に対し、新たに月収区分に応じて家賃を減免するもの

５ 教育・文化の振興

６ 医療・福祉の充実と環境の保全

新

新

・・・・今夏の猛暑を受け、身体的なケアが必要な児童・生徒の多い特別支援学校の特別教室に空調を緊急的に整備

新

・・・・企業経営者に対し、健康経営の普及啓発を図るため、医療保険者等とも連携してシンポジウムを開催するもの

新

・・・・特定保健指導の迅速化を図るため、健診情報や医療情報の集計システムの改修や指導者養成講習会を開催

拡

・・・・県立大学や富山大学が、企業や薬事総合研究開発センターと連携して行う医薬品の研究開発を支援するもの
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　○ 　　子ども向け食品ロス削減啓発事業 5,000

　○ 　　冬期地下水位低下時の節水協力システムの整備 3,000

　○ 道路事業、砂防事業、土地改良事業、災害復旧事業など公共事業の拡充＜一部再掲＞ 4,628,330

＜主な内訳：別紙参照＞

　・道路（1,418,000富山立山公園線等）、砂防（404,000小神坊谷堰堤等）、土地改良（1,547,760庄川左岸三期地区等）など

　○ 県単独の道路橋りょう整備、河川海岸整備、学校環境整備等の追加＜一部再掲＞ 4,200,000

＜主な内訳：別紙参照＞

　■県単独道路･河川等災害未然防止緊急特別対策事業 1,050,000
　　　＜主な内訳＞

1,050,000
　　　＜主な内訳＞

　○ 平成29年度決算剰余金の基金への積立て 360,000

　・道路橋りょう整備（2,152,100）、河川海岸整備（499,200）、治山・農業農村・森林整備（250,000）、
　　県立学校修繕（500,000）、スポーツ施設改修（50,000）、ブロック塀撤去改修(100,000) など

　■ 地方創生推進基盤整備事業 

　　　　・道路橋りょう整備（950,000）　・農業農村･森林整備（100,000）

　　　　・道路法面対策等（400,000） ・河川施設修繕等（300,000） ・砂防施設修繕等（150,000）

新

・・・・子ども向けの啓発として、紙芝居や動画を作成し、県内保育所等に配布し、活用してもらうもの

・７月豪雨を受けての災害未然防止の緊急特別対策や地方創生を支える社会基盤の整備、県立学校修繕など

・道路、砂防、土地改良、災害復旧事業などの推進により、社会基盤の整備を促進するもの

上記の内数

新

・冬期に注意喚起水位を下回った場合に注意報・警報を発令し、節水を呼びかけるシステムを整備するもの

７ 社会基盤、生活基盤の整備

８ その他
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